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卒業研究題目
ユビキタス情報システムにおける
動的なソフトウェア更新に関する研究

　近年の情報機器の小型・軽量化，および低価格化により，携帯端末や情報家電が急速
に普及しつつある．それに伴い，小型の計算機が埋め込まれた機器がいたるところに存
在して人の生活を支援する，ユビキタス環境の実現が期待されている．このような環境
において，身の回りに存在する多数の機器に対する，新しい機能の追加や，不具合の改
修などのたびに行われるソフトウェアの更新作業は煩雑で，多大なコストが必要となる
ことが予想される．また，機器上で動作しているソフトウェアを更新する際には，機器
の再起動などの必要がないことが望ましい．このように，ユビキタス情報システムにお
いて，ソフトウェアのコードを，それが動作中に持つ内部変数などのデータを保持した
まま，新しいコードへと動的に更新する手法が必要となる．ソフトウェアの動的な更新
を行う手法の一つとして，モバイルエージェントを用いた手法が提案されている．しか
し，動的な更新を行う際には，更新前後のコード間で，実行状態のデータ構造が異なる
場合に，更新前のデータが更新後のコードに適合せず，ソフトウェアの更新が正しく行
えないという問題がある．
　本研究では，更新前後のコード間で実行状態のデータ構造が異なる場合でも，コード
の更新だけでなく，データ構造の変更に合わせたデータの更新を行うことによって，正
しくソフトウェアの動的な更新を行う手法を提案する．コードの更新は，モバイルエー
ジェントのシリアライズ／デシリアライズのタイミングでコードを入れ替えることに
よって実現し，データの更新は，シリアライズされたエージェントのデータを���形
式に変換して，その���データを����で変換することによって実現する．このよう
に，データを���化し，その変換に���� を用いることにより，内部変数の値変更や，
変数追加・削除といったデータ構造の変換を，スクリプトで宣言的に記述することがで
きる．また，複数のバージョン間をまたぐソフトウェアの更新では，その間の隣接バー
ジョンへのデータ更新に用いる���ファイルをそれぞれ用意することによって，デー
タの更新を行うことが可能である．本手法に基づいた動的更新システムを，モバイル
エージェントシステム ���	
上に実装した．また，データ構造やコードが異なる複数
バージョンの図形エディタを作成し，その間の動的更新の実験を行い，本手法の有効性
を示した．
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